
 

 
    2023年４月 14日 

各  位 

会 社 名 株式会社ウエストホールディングス 

代 表 者 代 表 取 締 役 社 長     江 頭  栄 一 郎 

 （コード番号：1407 東証スタンダード市場） 

問 合 せ 先 常 務 取 締 役  勝 又 伸 生 

 電 話 番 号  03-6812-2501（代表） 
 

2023年８月期第２四半期連結累計期間の業績予想と実績値の差異に関するお知らせ 
 

2022年10月14日に公表いたしました2023年８月期第２四半期連結累計期間の連結業績予想と本日公表の実

績値に差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 
 

１． 2023年 ８月期第２四半期累計期間の連結業績予想数値と実績値との差異（2022年 ９ 月 １日～2023 年 ２ 月 28 日） 
 

  

売 上 高 

 

営 業 利 益 

 

経 常 利 益 

親 会 社 株 主 

に 帰 属 す る

四半期純利益  

１ 株 当 た り

四半期純利益 

 
前回発表予想（Ａ）  

百万円  

20,789 

百万円  

 3,033 

百万円  

 2,733 

百万円 

1,858 

円 銭 

45.69 

今回実績値（Ｂ） 14,801 1,510 1,219 1,052 25.88 

増 減 額（Ｂ－Ａ）  △5,988 △1,523 △1,514 △806 ―  

増 減 率（％）  △28.8 △50.2 △55.4 △43.4 ―  

（ご参考）前期実績  

(2022 年８月期第２四半期） 
34,571  2,716 2,453 1,687 41.50 

 

２．差異の理由 

再生可能エネルギー事業セグメントにおいて、第２四半期に予定していたメガソーラーの引渡が第３四半

期にずれ込んだこと（売上高約10億円の差異）、及び非FIT発電所の完成引渡件数が当初計画を下回ったこ

と（売上高約50億円の差異）を主要因とするものです。 

非FIT発電所の開発につきましては、前年度まで大きなボトルネックとなっていた電力会社との接続連系

回答の遅延は概ね改善しているものの、建設用地の開発にかかる各種許認可の取得に想定以上の時間を要す

る状況となっていることに加え、小規模事業用電気工作物の新制度が施行され、2023年3月20日より50kW

未満の低圧発電所についても、基礎情報と使用前自己確認の届出が義務付けられたことから、接続連系に至

るまでの工程がさらに増加することとなりました。いずれも今後の再生可能エネルギー普及に向け、必要な

ステップととらえており、新たに発生する課題に対しても丁寧に対応を進めている状況です。結果として、

通期での完成引渡件数3,000件の計画に対し、系統接続連系回答取得済の案件ストックは着実に積みあがっ

ているものの、完成引渡件数は未達となる見込みです。 

一方で通期業績においては、資材仕入コストが当初計画を大きく下回る見込みであること、また産業用太

陽光請負事業が順調に推移しており、下半期においては施工効率の高いパッケージ化（ウエストサステナブ

ルスタンダード）効果も増加することから、非FIT発電所の計画未達分を相応にカバー可能であると考えて

おり、通期業績予想は据え置きとさせていただきます。 

以 上 


